












Kita Ikki and the Chinese Revolution:




Kita Ikki went over to China with a hope to make the Chinese Revolution another success-
ful Meiji Restoration. There he noticed the conflicts inside the Revolutionary Party and the in-
consistent foreign policies of Japanese Government. Nevertheless, he backed the party with
his firm political ideas.
The maim purpose of this paper is to clarify not only his true political ideas but also the
reasons why he supported the Chinese Revolution.
キーワード:北一輝、辛亥革命、政治思想


































































































ヤウ、貴国当局者へ交渉尽力ヲ講フ」との電文がある(帽作集』第3巻、みすず書房、 1972年、 p. 149)
3)異龍倶楽部『国士内田良平侍』原書房、 1967年、 p. 506参照.
4)在清国伊集院公使ヨリ内田外務大臣宛(電報)明治44年12月15日付(外務省編『日本外交文書-清国事変(辛亥革
命)』日本国際連合協会、 1961年) p. 171。








































































史研究会編『明治社会主義史料剰第8集　革命評論、明治文献資料刊行会、 1962年、 p. 123参照)0
10)宮本盛太郎『北一輝研究』有斐閣、 1975年、 p. 139参照。
ll) 『著作集』第3巻、 p. 137-140参照。
































15)北は「日本の亡国は支那を分割し終はる数年後に来らん。」と述べている。 (支那革命外史、 『著作集』第2巻、 p. 202)































































19)伊藤隆・柴崎力栄他編『本庄繁日記』大正14年～昭和4年、山川出版社、 1982年、 p. 6-7参照0
20) (第4信)革命党上海占積行動中の情報　北輝次郎発内田良平宛(明治44年) 11月3日午後6時『著作集』第3巻、
p.154o












































































































































































































































































































































50)支那革命外史、 『著作集』第2巻、 p. 123-5、 144-5参照o
